
シリーズ　地域おこし協力隊②
〜「体操のまち上越」から日本を代表する選手を！〜

■問合せ…スポーツ推進課（☎025-545-9246）

　体操クラブ「レインボージムナスティックス大潟」に所属し、体操の競技力向上や、各種
大会・合宿などの誘致に取り組んでいる青山人

ひ と し

士さん（左）と水本賢
さとる

さん（右）。青山さん
は兵庫県から、水本さんは北海道から移住し、それぞれ２年目、３年目の夏を迎えました。

青山人
ひ と し

士さん 質　問 水本賢
さとる

さん
体を動かすことが好きで、跳んだり回ったりす
ることが楽しく、もっと難しい技に挑戦してみ
たいと思ったことがきっかけです。

体操をはじめた
きっかけは？

小学校５年生の時に、友人に誘われたのがきっ
かけです。

自分の経験やスキルを生かし、体操選手の育成
だけでなく幅広い活動ができるのではないかと
思い、応募しました。

地域おこし協力
隊への応募動機
は？

自分が続けてきた新体操の指導を、仕事にでき
るということに魅力を感じ、応募しました。

体操の競技力向上、ジムリーナの利用促進、市
民の皆さんの健康増進に関する活動や、SNSを
活用した協力隊員の情報発信などを行っています。

どんな活動をし
ていますか？ 

体操教室に通う子どもたちへの指導や、男子新
体操の普及活動、ジムリーナの利用促進に取り
組んでいます。

日に日に成長していく子どもたちに、自分自身
も刺激を受けています。

活動の中で、ど
んなことを感じ
ていますか？

新潟県では男子新体操の認知度が低く、競技人
口がなかなか増えずに苦労しています。

食べることが好きなので、上越グルメを開拓中
です。今は美味しい日本海の魚にハマっています。

休日はどのよう
に過ごしていま
すか？ 

普段体を動かしているので、家でテレビを見な
がらゆっくりしています。

「レインボージムナスティックス大潟」の体操
教室から、将来日本を代表する選手を輩出する
ことを目標にしています。
また、地域の皆さんに運動の楽しさ、大切さを
広めたり、保育園や幼稚園、小・中学校の体育
指導も行い、健康にあふれる上越市にしていけ
たらと思っています。

今後の目標、抱
負を教えてくだ
さい

上越市から、男子新体操の団体競技で全国大会
に出場し、上位に食い込めるようなチームを作っ
ていきたいと思っています。
そして、「上越市と言えば男子新体操」と言わ
れるくらい認知度を上げていけたらと思ってい
ます。
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